
今号の内容：

Ｚ会教科担当者からみた
大学入試問題の変遷

10月5日（木）に「教育旅行の探究化」をテーマに開催しました。全国の高
等学校の先生方を中心に，高校生や修学旅行に関わる方，保護者など，多
くのみなさまにご参加いただきました。

共創することで拡がる教育旅⾏での学び

本質を問う学びへ　教室の学びを変えるためのニュースレター

Let's TANQ便り
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今号の内容

探究ミニセミナー＆
交流会【第５回】の
開催報告

「 探 究 の 共 創 � in
Winter」開催のご案
内

 はじめに，有���おきなわ��ラボ ���の���から���⾏をサポ
ートする立場として，�員と�⾏��の�業マンとの間で，���⾏の⽬的

等について共�理�がなされているか，また，�にとっての「よい」���

⾏プランなのか� 各�でデザインできる�地はもっとあるのではないか�

という問題提�をしていただきました。そして，�夏に���⾏の�業担当

者を��として��された「���援コーディネーター研��」をご��い

ただきました。

 �に，その研��に��された�⽥�から，グループで立�された���

⾏プランや研�を�しての�想をお�しいただきました。プランの立�にあ

たっては，��の��⽬標に照らして，���⾏の⽬的や�に付けてほしい

⼒を��し，タビマエ，タビナカ，タビアトでのプログラムや�びを�める

�点をご��いただきました。そして，よりよい���⾏とは何かを，��

の先⽣�，�⾏��の�，地域の�，保�者の�と��し�け，�供たちの

ためにつくっていきたいとお�しいただきました。

 �体�流時には，現地での体�を�じて得られる�びの価�や，���⾏

で�びを�わらせるのではなく，そこで得た�びを⽇�の��活動につなげ

ていく重�性が�されました。また，��者の�から�くの�⾒が�せら

れ，���⾏で��的な�びを�現するための�々なかたちや�現する�の

�，そしてそれらの�を�えるための共�の必�性が�されました。�了�

のアフタートークにも�くの�に�っていただき，⼤�有�義な�流�とな

りました。
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・��⾏事や��において，�てを�師が決めて，�師から�えられた問いを�えるのではなく，⽣徒が主体的に

��し，⾃�たちの問いを�えることができるとよいのではないかと思います。また，���⾏にも，⽣徒それぞ

れの�味��を�める活動を�り�れられたらもっと�しいものになるのではないかと思いました。（��⽣）

・��活動を�めていくにあたって，���⾏という��点が�晴らしいと�じました。�科とは性�が�うので

���という��で�論されることがあまり�くないと思いますが，�かに���⾏は⽣徒にとって��的な活動

を⾏える貴重な場です。しかし，セミナーで�られていたように「�例で」「何となく」⾏ってきてしまっている

ということが�々にしてあるので，いま⼀度⽣徒が成�する⼤切な��活動の⼀つであるということを�識し，�

�的に�っていくことを�えなければならないと�じました。�⾏��やコーディネーターの�が��の���⾏

を���するということにこれだけ前向きなのだということがとても励みになりました。（���員等）

・���⾏の⾏先にあまりこだわらなくてもいいかという気になりました。それよりも，⽣徒が何を�びたいか，

⽣徒に何を�んで�しいかが⼤事だと気づきました。（指�主事等）

・「���⾏は⽣徒のため」という�葉が何度か挙がっておりましたが，�供たちが�味のないことを��されて

もうまくはいかないと思います。�発点は，�供たちは何に�味があるのか，何が�しいのか，にあり，まずそれ

を�供たちと先⽣�が共有することが必�だと思います。保�者となり�念に思ったことは，��に保�者が先⽣

を�援する��がないということです。「共�」と�える状�ではないと�じています。��の場は，もっと�く

のいろいろな立場の�たちで「共」につくっていけるようになると良いなぁと思っております。（��員等）

参加者のご感想

いろいろな⽴場の⽅と「共創」の場を
 �プロジェクトで�り�んでいる授業研�ワークショップにご��い

ただいた�から，�下のようなお声を頂戴しました。

「�年度��する���⾏において，ワークショップでつながった先⽣

との��から，���流を��できることになりました。授業研�を�

した�国の先⽣とのつながりが，こんなカタチで�を�ぶこともあるの

だと�いています。授業だけではなく，��⾏事なども���したいと

いうときに，同じように��的な活動に��を持たれている先⽣と�が

れるようなプラットフォームがあれば，�国的にもっともっと有�義な

�流活動が�がっていくのだろうなと思います。」

 �回は���⾏をテーマに��しましたが，他にも，�々な��のカ

タチがあります。12⽉17⽇に�⾯開�する「��の共� in Winter」で
は，�味・��があるテーマにわかれていただき，�びの当事者である

��⽣の声を�きながら，いろいろな立場の�で，何を⽬標に，どのよ

うな�り�みをしたいか，何ができるか等について��し，��におけ

る「��」の�を�る「共�」の場を�ります。�くのみなさまのご�

�をお待ちしています。 

��⽣のみなさん，ぜひ，��を�めている��での�びや�みを�

かせてください。いろいろな立場の�との��を�して，あなたなら

ではの��の�筋・マイストーリーを⾒いだす場にしたいと�えてい

ます。また，�１�，�２�ともに，どなたでも��可�です。

��は，Webページよりご��いただけます。
https://g-tanq.jp/miniseminar#7
＊＊ 開��� ＊＊

開�⽇時�2023年12⽉17⽇（⽇）
開����東���⼤�にて�⾯開�

�����料

発�(��⽣)の申�み�2023年12⽉8⽇(金)まで
��(発���)の申�み�2023年12⽉13⽇(�)まで

＊＊ タイムスケジュール ＊＊

＜�１�＞

10:00 開�の��・�旨��
10:15 アイスブレイク
10:30 ワーク
11:30 �体共有
12:00 �１��了
＜�２�＞

13:00 開���・⽬的や流れの��
13:20 ポスターセッション＆�流�
14:50 閉���
15:00 クロージング

「探究の共創�in�Winter」のご案内

https://g-tanq.jp/
https://g-tanq.jp/miniseminar#7

